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金沢大学十全医学会雑誌 第93 巻 第4 号 65 卜 66 7 く19 紬

若年本態性高血圧患者 の圧受容体反射を介する

心 拍 数 調 節 に 関 す る 研 究

金沢大学医学部内科学第一一億軽 く主任 こ 服部 信教掛

高 田 重 男

く昭和5 9 年8 月2 2 日受付J
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若年軽 ． 中等症本態性高血圧 に お け る圧反 射機能低下の 機序を甲らか に する た め， 本症患者15 例く高
血圧 瓢 ， 健常者 16 例く健常群うを対象 に

，
圧 反 射機能低下に 関与 す る要因を検討 し， さ ら に tilt と プ ロ プ

ラ ノ ロ ー ル の 圧 反射機能 へ の 影響を両群問で比較 した一 圧反射機能の 指標くb a r o r efl e x sI o p e ， B S 掴 ，
フ ユ

ニ レ フ リ ン に よ る 一 過性昇圧 と そ れ に 引き続く R － R 間隔の関係よ り
一

次回帰直線を求め， そ の傾き と し， 大

動脈伸展性の 指標 は
， p u l s e p r e s s u r el st r o k e v ol u m e くP PIS V l を用 い た ． 安静時， 高血圧群は健常群 に 比

し
， 心 拍数， 心係数， P PノS V は有意 に 高値 であ っ たが

，
全末棺血 管抵抗 に差 は なか っ た

．
B S は， 高血圧

群で有意に 低下 し てい た． ま た BS は
， 収縮期血圧 ， 拡張期血 圧

，
平均血 圧と 負の 相関を示 した が

， 年令，
P PIS V ， 全末柵血管抵抗と の 間に は相関は な か っ た

．
1 5 度 tilt に よ り

，
両群と も全末梢血管抵抗は増加傾

向を示 した が， B S は両群と も不変で あ っ た ．
6 0 度 til t に よ り

， 両群 とも 同程度の 心係数の 減少， 心拍数，

全末梢血管抵抗の 増加 がみ ら れ たが
，
B S は健常群に お い ての み有意に 低下 し， 高血圧 群 で は不変であっ た

．

プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル で は
， 両群と も心拍数， 心 係数が 減少 し， 全末棺血 管抵抗は増加 した が ， 心拍数 の減少

度は高血圧 群で 有意に 大 で あ っ た
．
しか し

，
B S は健常群のみ 有意に 増加 し， 高血圧群で は変化 はみ られ な

か っ た t な お
， 高血 圧 群の 薬物学的除神経後の 心拍数は正常で あ り， ア トロ ピ ン に よ る心拍数の増加も健

常群 と同程度 で あ っ た 一 以上 の 成績 よ り， 若年軽 ． 中等
．
症高血圧患者の 圧 反 射機能低下に は， 本症 で み ら

れ る 声一 交感神経緊張克進の 関与は な く
，
大動脈伸展性の低下 も主因で はな い と思 わ れ る． さ ら に

， 健常者
で み られ る高角度 til t や プ ロ プ ラノ ロ ー ル に よ る圧反射機能の変化が高血圧患者で は消失し て い た ． その

機序は 明 らか で は ない が
， 高血 圧 患者で は神経系に よ る圧 反射機能の 制御 に 異常がある可能性が推定さ れ

る．

K e y w o r d s e s s e n ti al h y p e rt e n si o n ， b a r o r efl e x ， a O r ti c dis t e n sibilit y ，

p r o p r a n ol ol ， tilt

実験動物 で の 慢 性高血 圧 り
2

や 高血 圧 患者3
ん 51
で は

，

心血管系の 重 要な調節機構 で ある動脈圧 受 容体 を介す

る循環反射機能 く以 下 圧 反射機能と略う が低下 して い

る こと が知 られ て お り
， 高血 圧 の 発症 や維持 との 関連

で 注目さ れ て い る即 ． 高血圧 に お ける 圧 反射機能低下

の 磯序は い ま だ明 らか で は な い が， 圧受 容体の あ る動

脈壁 の 伸展性 の 低 下 が そ の 一 因 で あ る こ と が， 動

物研 削 およ び ヒ ト射で 示 され て い る ． しか し
， 近年若年

境界型高血 圧 患者で 圧 反 射機能の 低下 が み ら れ る こ

と
1 01 川

，
さ ら に D a hl ラ ッ ト を用 い た検討 で， 食塩 感受

A b b r e v i ati o n s ニ B S
，
b a r o r efl e x sl o p e 三C I ，

性 D a h l ラ ッ トは高血 圧 発症前の状態 で す で に 食塩抵

抗性 D a bl ラ ッ ト に比 し圧 反 射機能が低下 して い る こ

と
12I
が報告され た

．
こ れ らの 結果は ， 高血 圧 で の圧 反射

機能の低下 が 動脈壁伸展性の 低下 に よ る圧 受容体反応

の 障害の ため の み なら ず， 神経 系の 制御 に も変化が あ

る可能性 を示 し て い る ．

一

方， 若年健常者の 心拍反応 に よ り評価し た圧 反射

機能は
，
睡眠

1 31 川
， 姿勢

1 引1 6I
， 運動1 6

一 欄
， 精神的 ス ト レ

ス
1 車1 9
や 周 遊断割の 投与

工机 0一
に よ り変化す る こ とが 報

告さ れ て い る ．
これ ら の 圧 反射機能の 変化の 詳細 な機

C a r di a c i n d e x 芸 D B P ， di a st oli c bl o o d p r e s 一

S u r e 妄 H R ， h e a r t r a t e 三工H R ， i n t ri n sic h e a r t r a t e i M B P ， m e a n bl o o d p r e s s u r e妄P P IS V ， r a ti o

Of p uls e p r e s s u r e t o s t r o k e v ol u m e 三 S B P ， S y St Olic bl o o d p r e s s u r e三 S V I ， St r O k e v ol u m e
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序 は明らか で は な い が
， 圧 反 射機能 の 生理 的変化や 月

遮断剤に よる 変化が ， 高血圧患者に お い て も健常者と

同様に み られ る か に つ い て の 検 討は
， 本症の 圧 反 射機

能低下の 機序 を考え る上 で 極め て重 要と 思われ る
．

今臥 著者 は若年本態性高血 圧 患者に お け る圧 反射

機能低下の 機序 を明らか に す る ため
，
圧 反射機能と血

行動態諸指凰 年令お よ び大動脈伸展性 との 関係を検

討し， さ ら に頭 部挙上 受動的 til t く以 下tilt と田割 と プ

ロ プラ ノ ロ ー ル の圧 反射機能 に お よ ぽ す影響を高血 圧

患者と健常者で比較検討 し た
．

な お 今回 の 研 究で は， til t を心 拍反 応の な い 低角度

と
， 心拍 反応 の み ら れ る 高角度 に 分 け 行 い ， 動物 実

験用 紺 で示 され た心 肺圧 受容体か ら の 求心性 入力の 圧

反射 へ の影響が 人 に お い て み られ る か 否か に つ い て も

検討 した
．

対象お よ び方法

35 歳以 下の本態性高血 圧 患者15 例く高血圧群っと健

常者 16 例 く健常瓢 を対象と した
． 全例男性 で

， 年令

は 高血圧 群 19 旬 3 5 歳 く25 ． 7 士5 ．1 歳 こ 平均 士 標準偏

劃
， 健常群 18 へ 29 歳く23 ■2 士2 ． 6 歳フ で あっ た

． 高血

つ
む
S

E
－

－

ロ

己
む
l

u
一

江
．

旺

0011

001 0

圧 群 は， 外 来 時血 圧 測定 に お い て 収 縮期 血 圧 150

m m H g 以 上 ，
また は拡張期血圧 90 m m H g 以 上を示 し

た症例でt W H O の 高血 圧病期分類の 第 1 期な い し等

2 期の 軽 ． 中等症高血 圧 患者と し た． な お
， 糖尿鳳

心 不 全
， 腎不 全， 甲状腺機能冗進症 な ど血 行動態や自

律神経系に 影 響 を与 える と 考え られ る疾患 の 合併例は

除外 した． 全例 に血 液生 化学検査， 尿 検査
， 胸部 X 線

写真， 心 電 乳 眼底検査 を施行 し， さ ら に 必 要な場合

に は
， 排泄性腎孟造影 ， 腎血 管撮影

， 内分 泌学的検査

を加 え
，
二 次性高血圧 を除外 した． 病歴 上 特別な疾患

の 既往が な く
， 正 常血圧 で あ っ た 医師， 医学部学生

，

医療短大生 を健常群と し た． 検査は常食下に 行 い ， 既

治療例 で は 1 週間以上 の内服中止期間 をお い た ．

仰臥位安静 と した後， 動脈圧 測定の た め上 腕動脈 に
，

薬物注入 の た め肘静脈 に ポリ エ チ レ ン製 カ テ ー

テ ル を

挿入 した． 動脈 圧は， 上 腕動脈留置 カ テ ー テ ル を圧 ト

ラ ン ス デ ュ
ー

サ ー くS t a th a m p5 0 ， p 2 3I D ， G o ul dl に

接続 し， 多用途計測記録装置 くR M 60 0 0
，
日本光電う上

に
，
1I 誘導心電図と とも に 連続記録 した． 心拍出量 は

イ ン ド シ ア ニ ン グ リ ー ン くi n d o c y a ni n e g r e e n ， ジ アノ

グ リ ー ン
， 第 一 製薬フ5 m g を肘静脈 よ り急速に 注入 し

，

S l o p e ニ 5 ．1

r ニ 0 ．9 5

001

へ

じ

む

S

E
－

00m

－

ロ
ン
L

む
l

亡
叩

だ
．

正

12 0 1 3 0 1 4 0 1 8 0 柑0 2 0 0 21 0

S y st oli c P r e s s u r e S y s t oli c P r e s s u r e く m m H g l

F i g ． 1 ■ R el a ti o n s hi p b e t w e e n i n d i v id u a l s y s t oli c a rt e ri al p r e s s u r e s a n d s u b s e q u e n t R
－ R

in t e rv al s
，
th e p r e s s u r e b ei n g t r a n si e n tl y in c r e a s e d b y a n a c u t e i n J e C ti o n o f ph e n yl e ph ri n e ．

くAI F oll o w i n g o n e i nj e c ti o n i n t o a n o r m o t e n si v e s u bj e c t w ith a r e sti n g m e a n b l o o d
p r e s s u r e o f 8 0 m m H g － くBI F oll o w i n g o n e in j e c ti o n in t o a h y p e rt e n si v e s u bj e c t w ith a
r e st in g m e a n bl o o d p r e s s u r e o f 1 3 8 m m H g ．

in d e x i T P R ， t O t al p e ri p h e r al r e sist a n c e ．
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上腕動脈留置カ テ ー テ ル よ り血 液を吸 引 し， キ ュ ベ ッ

ト法に よ り得ら れた 色素希釈曲線か ら希釈式心拍出立

計算装置 げ ル タ ッ ク M L C －4 2 軋 日本光電う を用 い 算

出した． 圧 反射機能の 評価 は， S m yt h ら
1 3
切 方法 を用

い
，
フ ユ ニ レ フ リ ン くp h e n yl e p h ri n e ， ネ オ シ ネ ジン

，

興和 に よ る 一 過性昇圧 に 対する心 拍反 応に よ り行っ

た
．
す なわ ち

，
フ ェ ニ レ フ リ ン 50 へ 1 5 0 声 g を急速に 静

注し， 収縮期血圧 の 上 昇 と それ に 引き続 く R － R 間隔の

関係よ り 1 次回帰直線を求 め
，
そ の 傾 き くb a r o r efl e x

Sl o p e ， B S l を圧 反 射機能の指標 と した
． 図1 に 実測例

を示 した．
B S の 測 定は2 1 3 回施行 し， 収縮 期血 圧 と R －

R 間隔と の 間 に r 主 0 ．6 5 の 関係 が成立 す る場合 の み

採用 し， そ の 平均値 を用 い た
1 01

．

動脈圧， 心拍数， 心 拍出塁
，
B S の 測定は

，
1 5 分 間安

静後， tilt 時
，
プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル くp r o p r a n o l ol

，
イ ン

デラ ル
， 稲火刑静注後に 施行 した． til t は

，
1 5 度ま た は

60 度の 頭部挙上 受 動的 til t を15 分間行 い ， 7 分日よ

り動脈圧 ， 心 拍数
，
心 拍出乱 B S を測定 した

． 同 一

人

に
一 段階 の til t の み を 行 っ た ． し た が っ て 15 度tilt

は， 高血圧 群 8 飢 健常群 7 例に
，
6 0 度 til t は ， 高血

圧群7 例， 健常群 9 例 に施行 した．
プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル

は， 高血 圧 群 15 例， 健常群 12 例 を対象 に， 0 ． 2 m gノk g

を8 分間で静注 し
， 静注10 分後よ り同様 の 測定を行 っ

た瑚 ． なお
， 両群 の 洞機能 お よ び迷走神経緊張度 を比 較

するた め高血 圧 群 8 例， 健常群 7 例に プ ロ プラ ノ ロ ー

ル 投与後ア トロ ピ ンくa tr o pi n e ， ア ト ロ ピン
， 田辺1 0 ．0 4

m gl k g を 3 分間 で 静注 し
，
in t ri n si c h e a r t r a t eくI H RI

と
， ア トロ ピ ン に よる 心拍数変化を求め た

2 31
．

6 5 7

動脈 圧 の 記録 よ り計測 し た収縮期血 圧 くsy st o li c

bl o o d p r e s s u r e ， S B P l
， 拡張期血圧 くdi a st 。1i c b l。。d

p r e s s u r e ， D B Pl
， 心 電 図記録 よ り計測 し た心 拍数

他e a rt r a t e
， H Rl お よ び心 拍出量よ り下記の 諸式 を

用 い て， 平均血圧 くm e a n bl o o d p r e s s u r e ， M B P l ， 心

係 数 くc a r di a c i n d e x
，
C IJ ， 1 回 拍 出係数 亡st r o k e

V Ol u m e i n d e x
， S V Il

， 全末棺血管抵抗 くt o t al p e ri －

p h e r al r e si s t a n c e
，
T P R l

，
大動脈伸展性の 指標 を算出

した
．

11 M B P ニ ％くS B P ＋ 2 X D B Pl m m H g

2 1n CI こ 心拍出量ノ体表面横1ノmi n ． m 2

3 1 S V I ニ C IノH R m llb e a t ． m 2

4 J T P R ニ M B P x 1 3 32 X 6 01 C I d y n e ． s e c ．

c m
－ 5
．

5 1 大動脈伸展性は ， T a r a zi ら 細 の 方法 に よ り脈圧

と 1 回抽出量 の 比 くp ul s e p r e s s u r el st r o k e v o l u m e
，

P PノS Vう を算出し， そ の指標 と した ．

成績 は平均 土標準偏差で示 し
， 推計学的検討は t 検

定を用 い 行い ， 危険率5 ％以下 を有意と した．

成 績

工
． 安 静時血行 動態議指凰 P PノS Y お よ ぴ B S の

高血 圧 群 と健常群 で の 比較

表 1 に 両群 の 安静時血行動態諸指凰 P PノS V お よ

び B S を示 した
．
H R

， S B P
，
D B P

，
M B P

，
C I は

，
い ず

れ も高血 圧群 が健常群 に 比 し有意に 高値を示 したが
，

S V I
，
T P R は両群間に 差は なか っ た ． 大動脈伸展性 の

指標 で あ る P PノS V は高血 圧群 で 有意に 高値 で あ っ

T a bl e l ■ S y s t e m i c h e m o d y n a m i c s ， p u ls e
．

p r e s s u r eノs t r o k e v ol u m e a n d b a r o r e n e x sl o p e a t r e s t
i n n o r m o te n si v e s a n d h y p e rt e n s I V e S

N o r m o t e n si v e s

くn ニ 1即

H R くb p m J

S B P くm m H gl

D B P くm m H gJ

M B P くm m H gJ

C I く1l m i n ． m
21

S V I くm lノb e a t ． m 21

T P R くd y n e ．

s e c ． c rn ．5 ． m 2ン

P PI S V くm m H gノm lJ

B S くm s e cノm m H gナ

58 ． 4 士1 ． 7

12 2
． 8 土2 ， 4

7 0 ．2 士2 ． 0

8 7 ． 4 士 7 ．5

3 ． 12 士0 ．1 0

54 ． 2 士2 ． 4

2 2 7 0 士9 1

0 ． 5 4 士0 ． 0 3

1 6 ． 4 士2
． 9

H y p e rt e n si v e s

くn こ 1 引

68 ．6 士2 ． 6
伸

1 5 4 ．7 士3 ．1
叫 ．

91
．9 士3 ． 1

賽■轟

1 1 2 ． 0 士 10 ． 5
．．．

3 ． 7 9 士0
． 19
．－

54 ． 9 士3 ． 0

2 4 4 6 士 1 3 4

0 ． 6 5 士0 ． 03
．

9 ．2 士 1 ．7
榊

V al u e s a r e m e a n s 士 S E M ．

喜誓詫言チ
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た － B S は
， 高血圧群 9 ． 2 士1 － 7 m s e cJ m m H g ， 健常群

16 ．4 士2 ． 9 m s e c l m m H g で， 高血 圧群で有意な 圧反 射

機能 の 低下が み られ た くp く 0 ．0 0 1う．

H ． 安静時血行動態諸指標 ， P PノS Y
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な負の 相関 くr ニ
ー

0 ．4 8 6 ， p く0 ．0い が み られ たが
，
H R

と B S ， P PノS V と B S の 間 に は 有意 な 相関は な か っ

た ． さ ら に 年 令， T P R と B S の 間に も有意な相関は み

られなか っ た くそ れ ぞれ r ニ
ー 0

．2 5 2
，
r
二二二．u － 0 ．0 5 3う．

乱 血行動態
，
B S に お よ ぽ す 15 度 tiI t の 影響

15 度 tilt に よ る 血 行動態諸指標の 変化 を表 2 に
，

B S の 変化を図 4 に 示 した． な お， 高血圧 群 の 1 例 は検

討に耐 える B S が得 られ ず この 検討か ら除外 した． 年

令は高血 圧 群25 ． 3 士 1 ． 6 歳， 健常群22 ． 9 士0 ．2 歳で 両

65 9

群 間に 羞 は な く
，
安 静時血行動態 で は， 高血 圧群 で

H R
，
S B P

，
D B P

， C I が有意に高値 で あ っ たが ， T P R

は両 群間に 差は な か っ た
．
1 5 度tilt に より

，
H R は健

常群で は変化な く， 高血 圧群 で 増加傾向を示 し た く0 ．

0 5 く p く0 ■11 ．
S B P は両群 とも 不変で あ り， D B P は健

常群の み有意な 上昇が み られ た． C工は い ずれ の群も有

意な変化は なか っ たが ， T P R は両群と も増加傾向を示

した く0 －0 5 く p く0 ．1l ．
B S は 15 度tilt 前後で ， 高血 圧

群8 ． 9 士3 － 1
，
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2 ． 2 ， 2 1 ．0 士2 ． O m s e cl m m H g で あ り， 両群 と も 15 度

til t に よ る圧 反射機能の 有意 な変化は な か っ た ．

I V ． 血 行動態
，
B S に お よ ぽ す 60 度 tilt の 影響

60 度 til t に よ る血行動態諸指標の 変化 を表 3 に ，

B S の変化 を図5 に 示 した ． 年令 は高血圧群 23 ． 4 士 1 ．3

歳， 健常群26 ． 1 士2 ． 6 歳で 両群間に 差 はな か っ た ． 安

静時血行動態 で は， 健 常群 に 比 し高血 圧群で ， H R
，

S B P
，
D B P

，
C I が 有意 に 高値 で あ り， T P R に は差 はな

か っ た ． 6 0 度 tilt に よ り ， S B P は両群と も不 変 であ っ

た が ，
D B P は健 常群 で 有意に 上 軋 高血 圧群 で上昇傾

向 を示 した n ．0 5 く p く0 ．1l ． 両群と も H R ， T P R は有

意に 増加し， C I は有意 に 低下 した．
し か し

，
6 0 度tilt

に よる H R
，
C I

，
T P R の 変化 は， 健常群で そ れ ぞれ＋

15 ． 4 士4 ． 9 b p m ，
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s e c
－

C m
－ 5
．
m
2
で あり

，
変化 の程度に は両群間で差 はな

かっ た ． B S は ， 6 0 度til t に よ り健常群で 1 5 ．7 士1 ． 4 か

ら11 ． 5 士0 ． 9 m s e cノm m H g へ 有意に 低下 した が， 高血

圧群 で は 9 ． 5 士1 ．5 か ら 7 ．4 士1 ． 5 m s e cI m m H g と 有

意な変化 はみ られ なか っ た ．

6 6 1

V ． 血 行動態， B S に お よ ぽ す プ ロ プラ ノ ロ ー ル の

影響

プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル に よ る血 行動態の 変化 を表 4 に ，

B S の 変化 を図 6 に 示 した
．
なお 高血 圧の 1 例は検討
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6 62 尚

は高血 圧群 25 ． 1 士1 ． 3 歳， 健 常群 24 ． 2 士2 ．0 歳 で両群

間に 差 はな く， 安静時血行動態 で は， 高血圧群 で E R ，

S B P
，
D B P

，
C I が 有意 に 高値 で あ っ たが ， T P R に は差

はな か っ たこ プ ロ プ ラ ノ ロ
ー ル に よ り， H R は健 常群－

5 ． 0 士1 ．O b p m ， 高血圧群
－

1 1 ． 6 士1 ． 8 b p m と両群い ず

れ も有意に 減少 したが ， 減少の 程度 は健常群 に 比 し高

血圧 群 で 有意 に 大で あ っ たくp く 0 ．0 1フ． S B P は健常群

で は変化は な く， 高血 圧群で有意に 低下 し， D B P は健

常群 の み有意に 上 昇 した ．
C I は安静時 に 比 し， 健 常

群－0 ． 5 0 士0 ．0 9 1ノm i n ． m 2
， 高血 圧群

－

0 ． 9 2 士0 ．2 1 1ノ

m i n ． m 2 と それ ぞれ有意 に 減少 したが ， 減少の 程度 は

健常群 に 比 し高血 圧群 で大 き い 傾 向が み ら れ た く0 ．05

く p く0 ．11 ． T P R は健常群 ＋617 士1 0 5 d y n e
．

s e c
．
c m－5

．

m
2
， 高血圧群 ＋682 士1 4 8 d y n e

．
s e c

■
C m－5 ．

m
2
と い

ずれ も有意 に増加 した が， 増加の 程度 に は両群間で 差

はな か っ た ． B S は ， プロ プ ラ ノ ロ
ー ル に よ り健常群 で

16 ．5 士1 ． 5 か ら 26 ． 1 士3 ． 2 m s e cl m m H g へ 有 意 に 増

加 し た が ， 高 血 圧群 で は 9 ． 0 士1 ．8 か ら 8 ． 9 士1 ． 6

m s e c J
，

m m H g と 有意 な変化 は み られ なか っ た ．

Vl ． E R に お よ ぽ す ア ト ロ ピ ン の 影響

プ ロ プラ ノ ロ
ー ル 静注後 の H R に く ら べ ， ア ト ロ ピ

ン に より B R は， 健常群 十37 ． 4 士3 ．4 b p m ， 高血圧群 ＋

42 ． 8 士3 ．7 b p m と い ずれ も有意 に 増加 くそ れ ぞ れ p く

0 ．0 0 1
， p く0 ．0 0い したが ， 増加 の程度 に は 両群間 に 差は

な か っ た ． ま た ， 薬物学的徐神経後 の 心 拍数で あ る

I H R は
，
正 常群 80 へ 10 0 b p m ， 平均 89 ． 7 士3 ． 2 b p m ， 高

血 圧群 87 一 旬 10 7 b p m ， 平 均98 ． 0 士5 ． O b p m で あ り， 高

血 圧群 で は全例J o s e ら
2封 の 基 準 に よ る正 常範囲内で

あ っ た
．

考 察

今 回， 圧 反射機能 の 評価法 と し て S m yt h ら
1 31
の

O x f o r d ph e n yl e ph ri n e 法 を用 い た ． 本法 は， フ ェ ニ レ

フ リ ン に よ る
一 過性 昇圧と そ れ に 引き 続 く R － R 間隔

の 変化 に よ り測定す るも の で ， この 反応 は ア ト ロ ピン

に よ り消失す る こ と か ら
，
圧 受容体 を介 す る迷走神経

反射 とさ れ て い る 刷 2 512 6I ． ヒ ト で の 圧反 射機能の 定量

的測定法と し ては， 今回 用 い た薬物 に よ る血 圧 変化に

伴う心拍反応を利用 した 方法と
，
n e C k c h a m b e r に よ

り頸動脈洞の t r a n s m u r al p r e s s u r e を変化させ ， それ

に 伴うJLヰ白反応 を利用 した 方法
2 7I が 広く用 い られ て い

る
6I 2 81

．
こ れ ら の 方法の 最大の 欠点は， 圧 受容体 を介す

る反射性心拍数調節機能の み を み て い る点で あ り， 圧

受容体を介す る血 管抵抗や血 圧 の 調 節 に つ い て は評価

で き な い こ と で ある． M a n ci a ら
2 91
は ， n e C k c h a m b e r

を用 い 圧 受容体 を介す る血 圧調節の 評価 を試み て い る

が， 大動脈 圧受 容体や他の 圧 受容体 か ら緩衝さ れ た結

果を み て お り， まだ 確立 した測定法と は い えな い
． し

た が っ て今回 の検討 では ，
一

過性昇圧 に よ る心拍反応

を用 い 圧 反射機能 の 評価 を行 っ たが ， こ こ で は， 高血

圧 患者の 圧 反射機能 を心拍調節の 面よ り評価 した ので

あ っ て ， 血 管抵抗や血 圧調節 に 関 して は検討 して い な

い こ と を明 らか に してお く ．

若年軽 ． 中等症高血圧患者の 圧反射機能 は， 若年健

常者に 比 しすで に 明ら か に 低下 して い た ． 高血圧 患者

の 圧反射機能低下の 機序 は十分明らか で はな い が ， 圧

受 容体の あ る動脈壁の 伸展性の 低下 が重 要な 因子 とさ

れ て い る
即28j

． 動物実験に よ る慢性高血 圧 で ， 圧受 容体

感受性の 低下は ， 血 圧値 よ り高血 圧の 躍病期間と密接

な関連が あり ， 動脈壁伸展性 の 低下と相関す る ことが

示 さ れ て い る
1 川 8I

． 本態性高血 圧患者に お い ても， 圧反

射機能 は血 圧 や年令 と相関す る こ と は知 られ て い る
41

． さ ら に わ れ わ れ
91
は ， 2 0

ル

6 8 歳 の 本態性高血 圧 患者を

対象と した検討 で ， 圧 反射機能は血圧 ， 年令 とと もに

今 回 の 検 討で 用 い た 大動脈伸展性 の 指標 で ある P Pノ

S V と 負の 相関が み ら れ る こ と を報告 し た．
こ の 成績

は
， 少な く と も 中 ． 高年本態性高血 圧 患者の 圧 反射機

能低下 に は， 大動脈伸展性 の 低下が重 要 な役割をはた

して い る こ と を示 し て い る ． 今回 の 若年高血 圧患者の

検討 で も ， P PI S V は健常群 に 比 し高血圧群 で 有意に

高値 で あ り， す で に 大動脈伸展性の 低下が みら れた．

しか し， 圧反 射機能 は， S B P ， D B P ， M B P と は負の 相

関 を示 したが ， 年令， P PI S V ， T P R と の 間に は相関は

み られ な か っ た ．
こ の 結果は ， 若年高血圧 患者の 圧反

射機能低下 に 大動脈伸展性の 低下 が 1 因と な っ て いる

可能性 はあ る が， 大動脈伸展性以外の 因子 の 関与を考

え る 必要性 を 示 して い る と思 わ れ る． 近 年， G o r to n

ら
1 2I は

，
D a hl ラ ッ トを用 い た 実験 で ， 食塩 感受性 D a hl

ラ ッ ト は 高 血 圧 発症前 の 状態 で す で に 食 塩 抵抗性

D a bl ラ ッ トに 比 し圧 反 射機能が低下 し て い る こ とを

報告 し， この 圧 反射機能の 低下 は， 血 圧 の 上 昇やそれ

に 引き続 く大動脈壁の 変化に よ るも の で は なく， 遺伝

的に 規定され たお そ ら く神経性因子 に よ る もの である

こ と を示 し注目さ れ る．
D a b l ラ ッ ト で み ら れた所見が

ヒ ト高血圧 に も存在 す るか に つ い て は， 本症 で の 圧反

射機能低下 の 機序と そ の 役割を考 え る上 で極 めて 重要

な問題 で あ り， 今後 さ ら に 検討す る必要が あ ると思わ

れ る．

tilt の 圧 反射 機能 に お よ ぽ す検討 で は， 低角度と高

角度 の tilt を施行 し た． tilt に よ る 心 血管 反応 は非常

に 複雑で ある が， 安定 した状態で は 2 相性反応 を示す

こ と が知 られ て い る
抑

．
すな わ ち

，
2 0 度 ま で の 低角度

で は ， T P R の 増加は あ るが E R が変化せ ず，30 度以上

で は じめ て B R が増加す る と され て い る． こ の 2 相性
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の反応は， Z o ll e r ら
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切 下半身に 段階的に 陰圧 を加え，

静脈還流と中心静脈圧 を変化さ せた 時の 心血 管反応 と

一 致す るも の で， 彼ら は心 拍反 応 を伴 わ な い 血 管抵抗

の上昇 は， 動脈圧受 容体以外の 低圧圧 受 容体 に よ るも

の で あ ろう と した ． さ ら に 動物実験に お い ても
， 心肺

受容体か ら の 迷走神経求心性入力が， 中枢性に 末梢血

管 へ の 交感神経の 流出を抑制 し てい る こ と が報告か れ

てい る
3 2

と したが っ て， 低角度の til t で は心 肺受 容体を

介する心血管反応が お こ り ， 高角度 til t で はさ ら に 動

脈圧受容体 を介す る心 血管反応が加わ っ た状態 と思わ

れる．

一 方近 軋 動物実験 に お い て 心肺受容体 か ら の

求心性入力が圧 反 射機能に 影響 し
，
求心性入 力の低下

は圧反射機能を冗進さ せ る こ とが 報告2 り2 2jさ れ， 注目

される
．
そ こ で今回の 検討で は， 健常者 や高血 圧患者

に お い て も 心肺受容体 を介す る圧反射機能 の 変化 が存

在する か 否 か を明 ら か に す る た め， 心肺受容体を介す

る心血 管反応が み ら れ る 1 5 度til t と ， 動脈圧受容体 を

介する 心血 管反応 が加 わ っ た 60 度tilt の 圧 反射機能

へ の影響を みた ． 15 度 tilt に よ り， 健常群 で は H R は

不変で あり T P R は増加傾向を示 したが ， B S に は有意

な変化は み られ ず， 高血圧 群 で は H R
，
T P R と も増加

傾向を示 し たが B S は不変で あ っ た ． 60 度 tilt で も，

両群い ずれ も H R
，
T P R は有意に 増加 した が B S の 増

加はな く
， 少 なく と も 15 度

，
6 0 度tilt で は， 心肺受容

体を介 す る 圧 反射機能 の 冗進 は み ら れ な か っ た
．

T a k e s hi t a ら
3 31
も
， 下半身陰圧法を用 い 同様 の検討 を

行い ， ヒ トの 生理 的範囲内で の 中心静脈圧 の 変化 で は，

圧反射機能が変化 しな い こ と を報告 してお り
， 今 回の

tilt で の 成績 と 一 致す る
．
したが っ て

，
ヒ トの 姿勢 の 変

化に伴う 生理 的範囲内で の 中心静脈圧 の 変化 で は， 心

肺受容体を介す る圧 反 射機能の 変化 はあ っ て も少 ない

もの と思 われ る．

今回の 検討で注目す べ き所見は
，
6 0 度 tilt に よ る圧

反射機能 へ の 影響が ， 高血圧群と健常群で異 な っ た こ

とで ある
． す なわ ち両群 と も同程度の R R ， T P R の 増

加があ っ た に も か か わ らず， 健常群の み B S の 有意 な

低下が みら れ
， 高血圧 群 で は不変 で あ っ た ． 健常者 で

の 高角度til t に よる 圧 反射機能低下の 機序 は明 らか で

はない が
，
い く つ か の 仮説が 考えら れ る． 第1 に ， 心

肺受容体か らの 求 心性入力の影 響で あ るが ， これ は前

述した様に 圧 反射機能 を冗進 させ る作用 で あ り， 否定

され る
． 第 2 に

，
tilt に 伴う交感神経緊張冗進 に よ る圧

受容体感受性の 変化 で あ る．
しか し， 動物実験3 41 3 射で圧

受容体 へ の 遠心性交感神経刺激に より 圧受 容体感 受性

はむ しろ増加 す る こ と が示 さ れ て お り 否定 され る
． 第

3 に
， O x f o rd ph e n yl e p h ri n e 法で卿こ した圧 反射機能

は
， 測定前の H R に 影響さ れ る6，とさ れ てお り， tilt に

6 6 3

よ る単な る H R の 増加 を反映 した可 能性がある． しか

し
， 今回 の検討で は

， 高血圧群 ， 健常群 い ずれ も同程

度の H R の増加 を示 したが
， 高血圧群 の BS に 変化は

なく， 測定前の H R の 変化の み では今回 の成績は説明

困難と思わ れ る
． 第4 に ， 神経系の圧反射機能 へ の影

竿で ある． 中枢神経系が 圧反射機能を制御 して い る こ

と は 動物実験 に お い て す で に 明 ら か に さ れ て い

る
3 6 朝

． ヒ トに お い て も
，
睡眠， 精神的ス ト レ ス ， 運

動に よ る圧反射機能の変化 は神経性の 制御が主因と考

えられ てお り
1 413 9l

， 今 回 の 高角度tilt 時 の圧 反射機能

低下も神経性の 制御が働 い た も の と 考える の が 最も妥

当と思われ る
．
したが っ て， 高血 圧患者で 60 度til t に

よる圧 反射機能の変化が み られ なか っ た こ と は
， 本症

患者で は圧反射機能の 神経性の制御 に も異常がある可

能性を示 唆し てお り注目さ れ る． 健常者で は， 圧反射

機能に 日内変動が み られ る こ と4 01が知 られ て い る
．
し

か し
，
われ われ

相
は
， 高血圧患者で は圧反射機能 の 日内

変動が消失 して い る こ と を報告 してお り， 今回の仮説

を示唆す る成績 と思 わ れ る．

プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル に よ る圧反射機能 へ の 影響 をみ た

検討で は
， 健常群で有意な B S の上 昇が み られ た が， 高

血圧群 で は明らか な変化は な く， 健常者と高血圧患者

で異な っ た反応 を示 した
．
これ ま で， 圧反 射機能 に お

よぼ す プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル の効果 をみ た検討 で は， 圧反

射機能が冗進 す る と の報告 坤 2 0さと影響 し ない と の 報

告
4 2 凧 があり ， 一 定の結論が得 られ て い な い ． しか し

，

前者は健常者 を対象 と し， 後者は高血 圧患者を対象と

してお り， 今回 の成績 は プ ロ プ ラノ ロ ー ル の 圧反射機

能 へ の 影響が健常者と高血圧患者で異 なる た めの成績

の 不
一 致で あ る こ と を示 して い る． 健常者と高血圧患

者で圧反射機能 へ の影響が異 な っ た こと は， 臨床上重

要な意義がある ． す なわ ち
，
プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル の降圧

機序の 1 つ と して
， 本割に よる 圧反射機能の改善が考

えられ て きた
相

．
こ の 仮説は健常者の成績よ り示 さ れ

た もの で
， 高血 圧 患者で は健常者 と異な り圧反射機能

の 改善は なく
，
本剤の 圧反 射機能 へ の 影響は降圧 に 関

与 して い ない と思わ れ る．

T a k e sh it a ら
1 町は

， 境界型高血圧患者の圧 反射機能

低下 の 原因 と し て
， 本症で み られ る 周一交感神経緊張瓦

進が関与 して い る可能性が あ る と報告 して い る ． 今 回

対象と した若年軽 ． 中等症高血圧患者も
， 健常群 に 比

し安静時 H R
，
C工は有意 に高値 であ り， さ らに プ ロ プ

ラ ノ ロ ー ル 投与後 の H R の 減少度 は高血圧群 で有意

に 大き く
，
C l の 減少度 も大き い 傾向が み ら れ

， 針交感

神経緊張完進状態 を示 した
． しか し， 高血圧群 の 圧反

射機能は プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル に よ り有意な変化は なく，

若年高血 圧 患者 の 圧反 射機能低下 に は
， 声一 交感神経緊
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張冗進 は関与して い ない と思 わ れ る
． な お， T a k e s hi t a

ら
4 5

鳩 そ の後境界型高血 圧 患者の 圧 反 射機能 に お よ

ぼ す プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル の 影響 を検討 し， ダー交感神経緊

張冗進が圧反射機能低下 の 主因で な い こ と を認め て お

り
， 今 回の 成績 と 一 致 す る．

プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル に よ り圧 反 射機能が
， 健常者 で 冗

進 し， 高血圧患者で変化 しな い 機序 は明 らか で はな い
．

E c k b e r g ら
2 0Iは

， 健常者で み られ る圧 反 射機能の冗進

は
， 洞結節に お ける緊張性の 交感神経刺激が単 に 取り

の ぞ か れ た た め， 迷走神経 を介 す る心拍反応が冗進し

た 可能性を示 して い る． しか し
， 今回 の 成績 か らは，

プ ロ プ ラノ ロ
ー ル に よる H R の 減少 は

， 高血圧 群が健

常群 に 比し有意に 大で あ り
， 洞結節 に対 す る緊張性の

交感神経刺激が よ り多く取 りの ぞか れ た に も か か わ ら

ず， 高血圧 群の 圧反 射機能 に は変化が み られ な か っ た
．

さ ら に 今回対象と した若年高血圧患者で は， 薬物学的

除神経後の 工H R で 評価 した 洞機能 に は異常は な く，

ア ト ロ ピ ン に よ る H R の 増加度 で評価 し た迷走神経

機能も健常者と同程度であり， 少な く とも 高血圧患者

の結果は， E c k b e r g ら の仮説で は説明 は困難と考 えら

れる． 今回 測定 した 圧反射機能は迷走神経を介 す る心

拍反射 である が， 健 常者で は測定前の交感神経緊張状

態 に よ り影響され る1 6とす なわ ち， 運動 や精神的ス ト レ

ス に よ る交感神経緊張冗進時 に は 圧 反射機能 は低下

し
1 4 H ト 瑚

， 睡眠に よ る交感神経緊張低下時に は圧 反射

機能は冗進す る
1 3I 川 と され て い る． さ ら に， 圧反射機能

の 日 内変動を みた検討で は ， 圧反 射機能は交感神経緊

張状態 と密接 な関連 をも ち
， 両者 は逆の 日 内変動様式

を示 す こ とが 報告され て い る4 0と 今回の 検討でも， 健常

者 で は高角度 tilt に よる 交感神経緊張元進時 に は圧 反

射機能は低下 し， プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル 投与 に よ る 交感神

経緊張低下時 に は圧犀射機能 は克進 した． こ れ ら の 圧

反射機能の変化は
， 前述 した 様 に圧受容体や洞結節 レ

ベ ル で の 説明は困難であ り， 神経 レ ベ ル で の 交感神

経 一 迷走神経相互作用 に より も た ら され た も の と考 え

られ る
． したが っ て

， 高血圧患者 で は高角度 tilt や プ ロ

プ ラノ ロ ー ル に よる圧反 射機能の変化が な く， こ の 神

経性の制御に 異常がある可能性 が示 唆さ れ る． しか し
，

こ の仮説 を支持す る実験的根拠 は少 なく ， 今後の 検討

が さ ら に 必 要と思われ る ．

結 論

若年軽 ． 中等症本態性高血圧患者と若年健常者を対

象に ， 心拍反応 に よ り評価 した圧反 射機能 を， 安静時，

15 度 また は 60 度 tilt 時， プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル 静注後 に

測定 し以下の成績 を得た．

1 ． 安静時， 高血圧群 は健常群に 比 し， 心 係数
，
心

出

指数が 有意に 高値 であ っ た が， 全未棉血管抵抗は健常

群と差 は なく
， 高心 拍出題 が 高血 圧 の 維持 に 関与して

い た ．

2 ． 若年高血圧 で ， す で に 明 ら か な圧 反 射機能の 低

下 が み られ た
． 圧 反 射機能 は

， 収縮期血 圧 ， 拡張期血

圧 ， 平均血圧 と負の 相関を示 した が， 年令， 全末梢血

管抵抗お よ び大動脈伸展性の 指標 で ある脈圧 ． 1 回拍

出量比 と の 間に は， 相 関はみ ら れ な か っ た ．

3 ． 1 5 度 tilt では
， 全末梢血管抵抗は両群 とも増加

傾向 を示 し たが ， 圧 反射機能に は両群と も有意な変化

はな か っ た
．

4 ． 6 0 度til t に よ り
， 両群 と も心 係数 は有意に 減少

し
，
心 拍数， 全末梢血 管抵抗 は有意に 増加 した． 心拍

数， 全末棉血 管抵抗の増加度 に は両群間 に 差は なか っ

た が
， 圧 反 射機能 は健常群の み 有意に 低下 し

， 高血圧

群は変化 しな か っ た ．

5 ． 低角度， 高角度 い ずれ の til t に お い て も， 圧 反射

機能の 増加は な く
，
心肺受容体 を介す る 圧 反射機能へ

の 影 響 はみ られ なか っ た
．

6 ． プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル に よ り
，
両群と も有意に 心拍

数， 心係 数が 減少
，
全末梢血管抵抗が増加 し たが

， 健

常群 に 比 し高血 圧群 で心 拍数の減少度 は有意 に 大き

く， 心係数の 減少度 も大き い 傾向が み られ
， 高血 圧群

は ダ
ー 交感神経緊張克進状態に あ ると 思わ れ た． 圧 反射

機能 は
，
プ ロ プ ラ ノ ロ ー ル に よ り健常群 で 有意に 増加

したが ， 高血圧 群で は不変 で あ っ た ．

7 ． 高血 圧 患者 の 薬物学的自律神経遮断後 のi n －

tri n si c h e a rt r a t e で評価 した 洞機能 は正 常で あ っ た ．

ア ト ロ ピ ン投与後の 心拍数の 増加度 でみ た迷走神経緊

張度 に も 両群間 に差 は なか っ た
．

以 上 よ り
， 若年軽 ． 中等症高血 圧 患者の 圧 反射機能

の低下に は， 本 症で み られ た ダー交感神経緊張冗進の 関

与は な く
， 大動脈伸展性の 低下 も主 因で は ない と思わ

れ た． 健常者で み られ た 高角度 til t や プ ロ プ ラ ノ ロ ー

ル に よ る圧 反射機能の 変化が ， 高血圧 患者で消失して

い た． その 機序 は明 らか で は ない が
， 高血 圧 で は神経

系の圧 反射機能 の制御に も異常が あ る こ とが推定され

た
．

稿 を終 る にあ たり御 指導 と御 校閲 を賜 わ っ た恩師服 部信

教授 に 対 し
， 衷 心 より深謝の 意 を表 しま す ． さ らに御指導，

御援助 を賜わ っ た現久 留米大学 第 3 内科野村岳 両教授， 第

1 内科 池田孝之講師 に 衷心 よ り深謝の 意を表 し ま す ． また

終始御 協力 と御援助 を戴 い た第 1 内科循環器 班の 諸先生に

深謝致 します
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なお
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r e s p o n s e s i n m a n ． J ． C li n ． I n v e st ．
，
5 1

，
2 9 67 － 2 9 7 2

く19 721 ．

M a n ci a
，
G ．
，
D o n al d

，
D ． E ． 占ヒS h e ph e r d ， J ． T ． ニ

I n hib iti o n o f a d r e n e r gi c o u tfl o w t o p e ri p h e r al

b l o o d v e s s el s b y v a g al af f e r e n t s f r o m 七h e c a r di o
－

p ul m o n a r y r e gi o n i n th e d o g ． C i r c ． R e s ． ， 3 3 ， 71 3
－ 7 21

く19 731 ．

3 3I T a k e s hi t a ， A ． ，
M a r k ， A ． L ．

，
E c k b e r g ， D ． L ． 鹿

A b b o u d ， F ， A l ． 二 E ff e c t of c e n tr a l v e n o u s p r e s s u r e

O n a r t e ri a l b a r o r efl e x c o n t r ol o f h e a r t r a t e ． A m ． J ．

P b y si o l リ 2 3 6 ， H 4 2
－ E 47 く197 91 ．

3 4I S a m p s o n ， S ． R ． 8 E M ill s
，
E ． こ E ff e c ts of

S y m p a th e ti c sti m ul a ti o n o n di s c h a r g e s o f c a r o tid

Si n u s b a r o r e c e p t o r s ． A m ． J ． P h y si o l ． ， 2 18 ， 1 6 50
－ 1 6 5 3

く19 701 ．

3 5J P e v el e r ， R ． C －
，
B e r g el ， D ． H ．

，
G u p t a

，
B ． N

．
，

S l ei g h t ， P ． 鹿 W o rl e y ， J ． 二 M o d ul a ti o n o f c a r o tid

Si n u s b a r o r e c p t o r o u t p u t a n d c a r o tid si n u s m e ch a ．

ni c al p r o p e rti e s b y sti m u l a ti o n o f eff e r e n t sy m
．

p a th e ti c n e rv e S ， p 6
q

l l ． I n P ． S l ei gh t くe d ．J ， A rt e ri al

b a r o r e c e pt o r a n d h y p e r t e n si o n ， O x f o rd U n i v e r sity

P r e s ．
，
O x f o rd

，
1 9 8 0 ．

36I G e b b e r ， G ． L ． 鹿 S n y d e r ， D ． W ． こ H y p o t h al a ．

mi c c o n t r ol o f b a r o r e c e p t o r r efl e x e s ． A m ． J ．

P b y si ol ． ， 2 18 ， 1 2 4
－ 1 3 1 く19 7 01 ．

37J K o rn e r
，
P ．I ．

，
S h a w

，
J ．

，
W e s t

，
M ． J ． 及 0 1i v e r

，

J ． R ． ニ C e n t r al n e rv O u S S y St e m C O n t r O l of b a r o ．

r e c e p t o r r e fl e x e s i n th e r a b b it ． Ci r c ． R e s ． ， 3 1
，
6 37

－ 6 52 く19 7 21 ．

38I K o r n e r ， P ． I ． こ R o l e o f th e a u t o n o m i c n e r v o u s

S y S t e m i n r efl e x c a rdi o v a s c ul a r c o n t r ol ， p 5 5
－1 0 1 ． 1h

P ． N ． Y u 皮 J ． F ． G o o d wi n くe d ．1 ， P r o g r e s s i n

C a d i o l o g y ， L e a 8 t F e b i g e r ， P hil a d el p h i a ， 1 9 7 8 ．

3 9I M a n ci a ， G ．
，
F e r r a ri

，
A ．

，
G r e g o ri ni ， L ．

，

P a r a ti
，
G ． 鹿 P o m id o s si

，
G ． 二 E ff e c t s o f i s o m et ri c

e x e r ci s e o n t h e c a r o ti d b a r o r efl e x i n h y p e r t e n si v e

S u bj e c t s ． H y p e rt e n si o n ， 4 ， 2 4 5
－

2 5 0 く19 8 2J ．

40I H o s s m a r L n ， V ．

，
Fi t z g e r ald ， G ． A

．
息 D o ll e r y ，

C ． T ． こ C i r c a di a n r h y th m o f b a r o r efl e x r e a c ti vity

a n d a d r e n e r gi c v a s c ul a r r e s p o n s e ． C a rd i o v a s c ． R e s ． ，

14
，
1 25 － 12 9 く19 8 0J ．

4 1I O g a w a ， J ．
，
A r a i

，
S ．
，
T a k a t a

，
S ．

，
Ik e d a

，
T ．
，

T a k a b a t a k e
，
T ．
，
H a tt o ri ， N ． 鹿 N o m u r a ， G ． こ D aily

p r o fil e o f b a r o r e fl e x s e n si ti v it y a n d th e v a ri a b ility

O f bl o o d p r e s s u r e i n e s s e n ti al h y p e rt e n si v e p a ti e n t s ．

Cli n ． S ci ． M ol ． M e d ．
，
6 1

，
1 5 7 s

－ 1 5 9 s く19 8 1I ．

4 2I Si m o n ， G ．
，
K i o w s k i

，
W ． 及 J uli us

，
S ． ニ E ff e ct

O f b e ta a d r e rl O C e pt O r a n t a g O n i st s o n b a r o r e c e pt o r

r e fl e x s e n siti vit y i n h y p e r t e n si o n ． Cli n ．
P h a r m a c ol ．

T h e r
り
2 2

，
2 9 3 －2 9 8 く19 7 7I ．

4 3I K r e di et ， R ． T ． 及 I h n n i n g ， A ． J ． こ B a r o r efl e x

S e n Si ti v it y i n h y p e r t e n si o n d u ri n g b e t a
－ a d r e n e r gi c

b l o c k a d e ． B ri t ． H e a rt J ．
，
4 1

，
1 0 6 －1 1 0 く1 9 791 ．

44 I S c ri a b i n e ， A ． こ P－ad r e n o c e p t o r b l o c k i n g d r u g s

i n h y p e rt e n si o n ． A n n ． R e v ． P h a r m a c o l ． T o x i c o l ．
，
1 9

，

2 6 9
t

2 8 4 く19 7 汎

45I T a k e s b i t a ， A り T a m a k a ， S ． 及 N a k 孔 m ロ r a ， M ． こ

E ff e c ts o f p r o p r a n ol ol o n b a r o r e fl e x s e n siti vit y in

b o r d e rli n e h y p e rt e n si o n ． C a rd i o v a s c ． R e s ．
，
12 ， 1 48

－ 1 5 1 く197 即．
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B a r o r en e x C o n t r ol of H e a rt R a t e i n Y o u n g P a tie n ts w it h E s s e n tial H y p e rt e n si o n S hig e o
T ak at a

，
D e p a rt m e n t of I nt e r n al M e di ci n e の， S ch o ol of M e di ci n e ， K a n a z a w a U n iv e r sity ， K a n a －

Z a W a ， 9 2 0 － J ． J u z e n M e d ． S o c －
，
9 3
，
6 5 5 A

v 6 6 7 く1 9 叫

K e y w o r d s二 E ss e nti al h y p e r t e n si o n ， B a r o r efle x
，
A o rti c di st e n sib nit y ， P r o p r a n oI ol ， T ilt

A b st r a c t

I n o r d e r t o el u ci d at e t h e m e c h a n i s m o f i m p ai r e d b a r o r e fl e x i n y o u n g p a ti e n t s w it h es s e n ti al

h y p e rt e rL si o n ， b a r o r e fl e x w a s e sti m a t e d at r e st
，
d u ri n g tilt ， a n d a ft e r a n i n t r a v e n o u s i l車 cti o n o f

P r O P r a n O l o l く0 ． 2 m gI K gJ i n 1 5 p a ti e n t s w i th m n d t o m o d e r a t e e s s e n ti al h y p e rt e n si o n くg r o u p H TJ
a n d 1 6 n o r m ot e n si v e s u bj e c t s くg r o u p O － B a r o r e fl e x s e n siti v it y w a s a s s e ss e d b y d et e r m i n i n g t h e

Sl o p e o f t h e r e g r e s si o n
－1i n e t h at r el a t e s a ri s e o f t h eM Sy St O li c p r e s s u r e t o a p r o l o n g a ti o n o f t h e R － R

i n t e r v al d u ri n g t h e t r a n si e n t ri s e o f a rt e ri al p r e s s u r e i n d u c e d b y a n i n t r a v e n o u s i rd e cti o n o f

P h e n yl e p h ri n e ． R a ti o o f p u l s e p r e s s u r e t o st r o k e v ol u m e くP PIS VI w a s u s e d a s a n i n d e x 。f a 。r ti c
d is t e n si b n it y ． R e sti n g s y s t oli c a n d d i a s t oli c p r e s s u r e

，
h e a rt r a t e a n d c a r d i a c i n d e x i n g r o u p H T

W e r e h ig h e r t h a n t h o s e i n g r o u p C ． B a r o r e fl e x s e n si ti vit y i n g r o u p H T w a s l e s s t h a n tl l a t i n

g r o u p C ． U n d e r r e s ti n g c o n d iti o n ， b a r o r e fl e x s e n siti v it y w a s f o u n d t o c o r r el a t e i n v e r s el y w it h

bl o o d p r e s s u r e ， b u t n o t w it h a g e ， h e a rt r at e ， t O t al p e rip h e r al r e si st an C e O r P PI S V ． D u ri n g t h e tilt

O f 1 5
0

， t O t a l p e rip h e r al r e si st a n c e t e n d e d t o i n c r e a s e
，
b u t b a r o r e fl e x s e n siti vit y w a s n o t alt e r e d i n

b o t h g r o u p s ． T h e 用t o f 6 0
O

c a u s e d h e a r t r at e a n d t o t al p e rip h e r al r e si st a n c e t o i n c r e a s e i n

b o t h g r o u p s ． T h e a v e r a g e i n c r e a s e s i n h e a rt r a t e a n d t o t al p e rip h e r al r e si st a n c e i n g r o u p H T w e r e

C O m P a r a b l e w it h t h o s e i n g r o u p C － B a r o r e fl e x s e n siti vi t y w a s r e d u c e d i n g r o u p C b u t r e m ai n e d

u n c h a n g e d i n g r o u p H T d u ri n g t h e til t o f 6 0
O

． p r o p r a n o l o l r e d u c e d h e a rt r a t e a n d c a r d i a c i n d e x

f o r t w o g r o u p s ， b u t t h e a v e r a g e r e d u c ti o n o f h e a r t r a t e w a s g r e a t e r i n g r o u p H T t h a n i n g r o u p C ．

A ft e r t h e i rd e cti o n o f p r o p r a n o l o l
，
b a r o r e fl e x s e n siti vi ty w a s i n c r e a s e d i n g r o u p C b u t r e m ai n e d

u n c h a n g e d i n g r o u p H T ． T h e r e s u lt s s u g g e st t h at n eit h e r a n i n c r e a s e d P － a d r e n e r gi c a cti v it y n o r a
d e c r e a s e d a o rti c d i st e n si b ilit y i s a m 如 o r f a c t o r w hi c h c o n t ri b u t e s t o r e d u c e d b a r o r e fl e x s e n si －

ti vit y i n y o u n g p a ti e n t s w it h e s s e n ti al h y p e rt e n si o n ， a n d t h at t h e m o d u l a ti o n o f b a r o r efl e x

b y t h e t皿t o f 6 0
0

0 r P r O p r a n O l ol ， W hi c h i s s e e n i n n o r m o t e n si v e s u bj e c t s ， is i m p a h e d i n y o u n g
P ati e n t s w it h e s s e n ti a l h y p e rt e n si o n ． A b b r e vi a ti o n こ B S

，
b a r o r e fl e x sl o p e三C I ， C a r d i a c i n d e xニD B P ，

d i a st o li c b l o o d p r e s s u r e三II R
，
h e a rt r a t e J H R

，
i n t ri n si c h e a rt r a t e三M B P

，
m e a n b l o o d p r e ss u r e i

P PI S V ， r ati o o f p u l s e p r e s s u r e t o s t r o k e v o l u m e言S B P ， S y St O li c b l o o d p r e ss u r e言S V I
，
St r O k e v o l u m e

i n d e x ． T P R
，
t O t al p e rip h e r al r e si st a n c e ．


